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要         旨 

 本研究では中国の 1980 年代生まれ（80 後）で子どもを持つ夫婦がど
のように稼得役割と家事・育児役割の意味づけをし遂行するのか、そし
てその際に生じる葛藤と正当化の過程を明らかにすることが主な目的で
ある。また、80 後のライフスタイル選択過程の特徴と独自性を可視化す
るために、1970 年代生まれの 70 後との比較を行なった。研究方法は半
構造化インタビューで、対象者は中国の都市部に生まれ山東省に在住
し、両親が健在であり、子どもを持つ 80 後夫婦 9 組（18 名）と 70 後夫
婦 5 組（10 名）の計 28 名である。80 後へのインタビューは 2016 年〜
2017 年に行ない、70 後へのインタビューは 2018 年に実施した。データ
は質的ソフトを使いコーディングし共通カテゴリーを生成しながら分析
した。 
 主な結果として、80 後女性は仕事と家事・育児の二重役割に負担を感
じながらも、仕事は自身の価値の証明だと思っているケースが多く、ま
た負担解消のために夫との役割分担を調整し、社会的資源を利用してい
ることがわかった。80 後男性は家事や育児に費やす時間は少ないが、稼
得役割には積極的であることがわかった。世代間比較では、特に 70 後男
性は仕事と家庭内役割の両立をしている傾向にあるが、80 後男性はこの
両立に葛藤を抱えていることが多かった。 
 本審査委員会は平成 30 年 12 月 18 日、平成 31 年 1 月 29 日、平成 31
年 2 月 27 日の 3 回開催された。これらの審査委員会では、中国の 80 後
夫婦の仕事と家事・育児の両立や葛藤を明らかにしたばかりではなく、
70 後との比較も行なったことは評価されたが、概念の再定義や精査が必
要であること、データの解釈を更に深めることが修正課題として提示さ
れた。申請者は審査委員の全てのコメントに対応し、その結果、論文に
はかなりの改善が見られた。 
 審査委員会は夫婦間の役割調整と葛藤への対処などについて明らかに
したこと、その結果、80 後研究へ学術的な示唆ができたこと、中国の多
様なライフコース研究の可能性を提示できたことなどを高く評価した。
公開審査会は平成 31 年 2 月 27 日に開催され、申請者の発表は整理され
て分かりやすく、コメントや質問に対して適切に応答していた。よっ
て、審査委員会は本論文が本学大学院人間文化創成科学研究科の博士の
学位の水準に達していることを認め、合格とし、博士（社会科学）Ph. 
D. in Sociology の学位を授与することを全員一致で決定した。 

論 文 題 目 
中国 80 後（バーリンホウ）の仕事と家事・育児の役

割調整プロセス ―山東省の事例から― 

審 査 委 員 

（主査） 教授  石井クンツ 昌子 

准教授 斎藤 悦子 

教授  小玉 亮子 

准教授 西村 純子 

専任教授 施 利平 

（明治大学情報コミュニケーション学部） 

インターネット

公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由 
 
ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 

 

※本学学位規則に基づく学位論文全文のインターネット

公表について 

 


